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「平塚の仏像」展は、平成元年に開催して以来、二度目の開催になります。

平塚市では、昭和５５年、教育委員会社会教育課が、跡見学園女子大学教授三山　進氏を団長とする「平塚市

仏教彫刻調査団」を編成、本格的な市内各寺院等の仏像調査を開始しました。その結果、調査が完了する平成２

年までの１０年間に、１１０か所、３２０躯を越える仏教彫刻の所在が確認され、本市は、鎌倉周辺地域でも、

とりわけ質・量ともに豊富な作例の多い地域として注目されました。

今回の展示では、そうした仏像の中から平安時代～江戸時代に至る各時代の仏像を、所蔵寺院、檀信徒、お堂

管理責任者等のご協力を得て出展・公開し、併せて地域文化財に対する理解を深めることを目的に開催いたしま

す。

出品仏像は、平成７年１１月、盗難に遭い無事に戻った国指定重要文化財、木造不動明王立像をはじめ、平塚

市指定重要文化財、木造地蔵菩薩坐像（中原地蔵堂）・木造薬師如来坐像（平等寺）・薬師如来立像（上平塚薬

師堂）の三躯を含む、十二躯を博物館特別展示室で公開いたします。

また、特別展期間中の１０月２１日（水）、神奈川県立歴史博物館主任学芸員 薄井和男氏を講師に「鎌倉の仏像を

訪ねて」と題し、記念行事を開催いたします。定員は抽選で２５名。詳しいことは、平塚市博物館0463－33－

5111へお問い合わせを。
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博物館実習生が展示した寄贈品コーナー

9月9日から9月1 7日（正味一週間）の間、博物館実習生

として1 7大学2 0名の学生が実習を行いました。初日は館

の概要説明と常設展示についての意見交換をし、2・3日

目は各分野に分かれて資料整理を行い、4日目は漂着物を

拾う会に参加した後、セミの抜け殻標本を整理しました。

残り3日間で、寄贈品コーナーの展示製作を行いました。

テーマは「貝塚おしながき―五領ヶ台貝塚の食生活―」。

1 0月3 0日（金）

まで展示して

いますので、

是非博物館ま

で御来館下さ

い。

◇◆体験記◆◇

まず私達に与えられたのは多くの資料と３日後の締め切

りでした。１日目は何を展示し、どう構成するのか、４

つの班にわかれてコンペを行いました。実際に使われる

案は４つの内のひとつ。自分のアイデアの生き残りをか

けて、熱い議論が戦わされました。多数決によってひと

つの案が選ばれましたが、それぞれの案の良いアイデア

を拾っていって、最終的にまとまったのが今回の展示で

す。２０人もいると船頭多くして…になりがちなところ

を明石先生、浜野先生にうまく導いて頂いた気がします。

すべてを手づくりで仕上げるにはあまりにも少ない時間

でしたが、細かいところにもこだわって実習生らしい展

示を作り上げられたのではないかと思います。

◇◆展示紹介◆◇

展示は３つの小コーナー

で構成されています。

◆海の恵み…縄文時代の

人々は海から何を採って

食べていたのか。

《魚、貝》五領ヶ台貝塚

からは内湾で採れる魚貝

と外海で採れる魚貝の両

方が見つかっていて、漁

場に恵まれていたことが分かります。今では有明海にし

かいないハイガイも出土していることを考えると、昔の

海は今よりも暖かかったようです。

《イルカちゃん》イルカの骨格標本は、最初は壁に掛け

る予定だったのですが、固定するのが難しい、大きくて

邪魔などの理由で実現が危ぶまれていました。今はガラ

スケースの中でニカニカしています。五領ヶ台貝塚だけ

でなく、他の

貝塚からもイ

ルカの骨は見

つかっていま

す。どのよう

に捕獲したの

かはわかって

いませんが、

舟を使って湾

内に追い込み、

モリのようなもので刺したのではないかといわれていま

す。

◆五領ヶ台式土器とは…五領ヶ台式土器の学術的価値と

実物の紹介。

《五領ヶ台式土器》五領ヶ台貝塚で見つかった縄文時代

中期初頭の土器は、南関東の土器の年代を知るときの目

安になっています。五領ヶ台式土器の紋様の特徴は、半

分に切った竹を使った爪形文、平行線文です。展示では

紋様の紹介もしています。

◆山の恵み…縄文時代の人々が食べていた山の動物と、

植物。

《様々な食物》食物を得るための道具類と、それによっ

て得られたと考えられる動物の骨や植物を紹介していま

す。植物の遺物は保存状態が良くないと出土されず、五



今月のプラネタリウムでは、この秋注目の天文現象、

しし座流星群を解説しています。

★ 1966年

流れ星というのは、宇宙に浮かぶ小さなちりのよう

なものが地球に衝突し、地球をとりかこむ大気の中を

突き進みつつ、溶けながら光を放つ現象です。1時間に

数個くらいの割合で出現するといわれますが、1966年、

アメリカの夜空に、1分間あたり1000個を超える流星が

出現、目撃した人々を驚かせました。この「流星雨」

を引き起こしたのが、しし座流星群です。

★ 流星群とは

流星群とは、流星になるちりが群れになって進んで

いるいる場所を地球が通り、ふだんよりたくさんの流

れ星が見られるもので、毎年同じ時期に同じ流星群が

見られます。流星の数が多く、有名なのは8月のペルセ

ウス座流星群、12月のふたご座流星群です。これらは、

最盛時には1時間あたり50個くらいの流れ星を見せてく

れます。

流星群に属する流れ星は、空の一箇所から飛び散るよ

うな向きに流れます（流星は空のあちこちに現れます。

これは流れる「向き」のことで、そこから流れ出すと

いう意味ではありません）。流星群の名前は一般に、こ

の「輻射点」のある場所、もしくは近い星の名で呼ば

れます。

★しし座流星群

しし座流星群は、毎年11月17日～18日ころをピーク

に見られる流星群で、平時には1時間あたり10個程度の

流星を出現させますが、33年前後の周期で流星数を増

加させ、時として1966年に代表されるような「流星雨」

を降らせることがあるのです。そして今、またその周

期がやってきています。すでに昨年、月明りのある悪

条件の空の中で、明るい流星をたくさん見せています。

★ 今年はいつ？

今年、この群は日本時間で11月18日朝に活動が最も

盛んになると予測されています。が、流星のもとにな

るちりは大変小さいので、流星として夜空に出現する

までは、つまり地球がぶつかってみるまでは、いった

いどこにどのように存在するのか、直接見ることはで

きません。時刻まで正確に予報することは困難で、ま

た、流星数の予想も難しいといえます。18日明け方と

いう予想は、近年の観測データに基づくものです。た

だし、軌道の関係から、この流星群の流星が夜空にた

くさん見られるのは夜半以降になります。日付が11月

18日になったら、要注意です。
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地球の進行方向

流星群のちりの進行方向

地球の回転方向

しし座流星群が見られるのが明け方になる理由

ちりはほぼ地球の進行方向（図の上方）から衝

突してくる。図の地球の左半分は昼で、星は見ら

れない。地球は反時計回りに自転している。ちり

が衝突するのは、地球の内でも、夜から朝に移る

部分、つまり明け方がわになる。

今月のプラネタリウム

注目！しし座流星群
１１月８日まで

領ヶ台貝塚では見つかっていません。市内では上ノ入Ｂ

遺跡で縄文時代の球根やクルミが見つかっているので展

示しましたが、五領ヶ台の人々も口にしていたと思われ

ます。縄文時代に思いを巡らすきっかけになるのではな

いでしょうか？

《黒曜石》黒曜石について取り上げて、縄文人の道具へ

のこだわりについて触れてみました。遙か神津島や長野

県でとれた黒曜石が平塚から出土しています。縄文時代

のネットワークの広さが窺えます。

（実習生：松浦、平川＆蓮花記）




